
 

「チャレンジ」 
 

育友会会長 島田屋 美智留    

この度、育友会会長という大役を務めさせて頂くことになりました。会長は初めて 

で、至らないことも多々あると思いますが、皆さまのお力をお借りしながら、させて頂きたいと思い

ますのでよろしくお願いいたします。 

 盲学校には、息子が小学校５年生の時に、週１回通級に通い、中学部より入学しました。地元の中

学校ではなく、専門知識のある学校で学ばせたいと思いました。重いリュックを背負い、毎日電車と

スクールバスでの通学はかなりハードで、とにかく休まずに通学することを目標にしました。運動嫌

いで体力もあまりありませんでしたが、通学のおかげで体力もつき心身共に成長しました。 

 今般のコロナウイルスの影響で制限された生活に、学校もオンライン学習やスクールバスの路線拡

大など対応して下さりありがとうございます。児童生徒の皆さんも、改めて気付くことや変化に対応

し柔軟に考え行動する力、チャレンジしていく心を身につけていってほしいと思います。 

 本校は少人数ですが、小・中・普・理療科と年齢を問わず、幅広く交流でき、また育友会も和気あ

いあいと活動を行っています。 

 「新しい生活様式」になったことで、行事の中止や新たな活動を行わせて頂いております。ぜひ多

くの方々にご協力、ご参加を頂き、一緒に楽しめたら良いなと思います。 

 最後になりますが、昨年度の会長さんをはじめ役員の皆さま１年間ありがとうございました。本年

も充実した活動になりますように努めたいと思いますので、ご多用とは思いますが今後ともご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内弁論大会 

毎年恒例の校内弁論大会が６月３０日（火）に行われました。今年度は年度当初に臨時休校期間

があり、弁論の内容を仕上げるために、担任の先生とのやりとりは郵便やオンラインで行われまし

た。学校が再開し、弁論を仕上げ、昼休みや放課後にも発表練習を重ねて本番を迎えました。 

 

最優秀賞 「世界へ届け私の思い」  中学部２年 横山 莉世 

優 秀 賞 「短所は長所！」    中学部１年 松本 星良 

「未来へ命をつなげ」            中学部１年 徳田 健太郎 

「みんなが暮らしやすい社会にするために」 中学部３年 奥 優樹 

「自分に言い続けたい！」                  普通科２年 男 

「盲学校への入学について」         専攻科１年  男 

「『あたりまえ』という『奇跡』」      普通科２年 竹中 陽香 

「コロナと新しい生活」          中学部３年 奥 瑞樹 

「ものの見方を変えれば仕事も楽しくなる」  専攻科１年 岡田 昌也 

 

今年度は新型コロナウイルスの影響で中部地区盲学校弁論とお話の会は中止となってしまいま

したが、本校で弁論大会を実施することができて本当に良かったです。弁論を仕上げていく過程で、

自分自身や社会を見つめ、自分の考えをもつ、そんな機会になっていると感じました。 

で、至らないことも多々あると思いますが、皆さまのお力をお借りしながら、させて頂きたいと思い

ますのでよろしくお願いいたします。 

 盲学校には、息子が小学校５年生の時に、週１回通級に通い、中学部より入学しました。地元の中

学校ではなく、専門知識のある学校で学ばせたいと思いました。重いリュックを背負い、毎日電車と

スクールバスでの通学はかなりハードで、とにかく休まずに通学することを目標にしました。運動嫌

いで体力もあまりありませんでしたが、通学のおかげで体力もつき心身共に成長しました。 

 今般のコロナウイルスの影響で制限された生活に、学校もオンライン学習やスクールバスの路線拡

大など対応して下さりありがとうございます。児童生徒の皆さんも、改めて気付くことや変化に対応

し柔軟に考え行動する力、チャレンジしていく心を身につけていってほしいと思います。 

 本校は少人数ですが、小・中・普・理療科と年齢を問わず、幅広く交流でき、また育友会も和気あ

いあいと活動を行っています。 

学校閉庁日のお知らせ 

８月１０日(月)～１６(日)は県内一斉のリフレッシュウィークとなり、本校では 

８月１１日(火)～１４日(金)は学校閉庁日とします。ご理解とご協力をお願いします。 

なお、事務室は業務を行っています。 

審査の観点 

１．論旨 

２．話術 

３．声量 

４．感銘度 

 

敬老マッサージ実習中止のお知らせ 

本校では敬老の日にちなんで、毎年９月に６０歳以上の方を対象に無料であん摩・マッサージ・

指圧を施術する行事を行っています。 

しかしながら、今年度につきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響を鑑み、 

参加される皆様や児童・生徒の健康・安全面を第一に考慮した結果、本実習を中止する 

こととしました。誠に残念ではありますが、ご理解の程よろしくお願いします。 

 

育友会だより 第７１号 

おおぞら 

石 川 県 立 盲 学 校 育 友 会 

令和２年８月７日(金)発行 

〒９２０－０９４２ 

金沢市小立野５丁目３番１号 

ＴＥＬ２６２－９１８１ 

ＦＡＸ２２２－０２１４ 

 

「コロナ禍（か）に負けない！」 
 

盲学校教頭  荒島 康敬 

６月より学校が再開し、新しい生活様式、新たな日常にて、日々が動き始めました。 

まだまだ事態が終息したわけではなく、様々な制限や対策の中ですが、毎日児童生徒が元気に登校

してくる、これまで当たり前だったことに、あらためて感動を覚えます。 

さて、「コロナのせいで大変だ、困った」ということを、「コロナ禍（か）」といいます。この「禍（＝

災い）」で思い出すのが「禍福(かふく)は糾(あざな)える縄の如(ごと)し」という、ことわざです。簡

単にいえば、「幸福と不幸は表裏一体で、かわるがわる来るものだ」ということ。そこで考えてみると、

「コロナのおかげ」とは言いたくないですが、臨時休校中、中学部の生徒は「家事を兄弟で分担して、

するようになった」とか、学校としては「オンライン学習のシステムができた」とかは、「福」として

とらえたいですね。 

今後も「コロナのせいで」大変なことや残念なことがあると思いますが、「禍」を嘆くだけでなく、

「福」を見つけ出す、そして自分たちで「福」を作り上げていく、そんな気持ちでこれからを過ごし

ていけば、素敵な学校生活になるのではないでしょうか。コロナ禍に負けないで、がんばりましょ

う！！ 


